
 
 

 

【家庭教育支援チーム】 
 

（１）活動主体（チーム）について 

①チーム名 

（呼称） 

 

可児市家庭教育支援チーム 

 （呼称：シシ丸王国（寺子屋とことん塾・おや子食堂ハッピーレストラン）） 

 

②活動拠点 可児市春里地区センター 他 

③活動範囲 可児市（一部の活動は、美濃加茂市、愛知県犬山市でも） 

④組織体制 

 

   ６ 人 

当事者スタッフ ２名、元教員 ４名 

 

⑤活動開始年度 平成１５（2003）年度 

⑥問合せ先 

 

（部署・氏名等） 

加藤 敏男 

（TEL）0574-65-2282   （E-mail） 

 

（２）活動内容について 

①活動形態 

（複数チェック可能） 

保護者等への学びの場の提供 

保護者等への地域の居場所づくり 

☐アウトリーチ型家庭教育支援（※保護者の居場所に出向いて届ける支援） 

    ☐自宅に届ける支援（情報提供、相談対応等） 

    ☐保育所・幼稚園・学校等に届ける支援（情報提供、相談対応等） 

    ☐その他の保護者に届ける支援（情報提供、相談対応等） 

その他（ 依頼があるときには出前講座等 ） 

②活動対象 

（複数チェック可能） 

☐乳幼児 小学生（低学年） 小学生（中学年） 小学生（高学年） 

中学生 ☐高校生以上     

の子供を持つ保護者に対する活動を実施 



③活動内容 

【具体的な活動内容】 

〇親と子どもが一緒に遊び、学び、食べる場所の提供 

 親と子どもが一緒に遊び、学び、食べるといった同じ時間を過ごすこと

で、互いのよさを知るきっかけづくりの場所を提供する。 

 

＜親子の居場所づくり支援としての「おや子食堂ハッピーレストラン」＞ 

 小中学生とその保護者を対象に、毎月第二土曜日に開催。基本は、事

前予約制で十組（20 人～25 人）を受け入れるが、当日の飛び込み参加も

受け入れる。参加費は無料。食事は一食 100 円。参加者は、好きな時間

に来て、思い思いの時間を過ごすことができる。チームのメンバーは、け

ん玉や将棋などの昔遊びを教え、親子で一緒に遊ぶ時間のサポートや、

参加した保護者同士のネットワークづくりをサポートする。 

 

＜学習支援としての「寺子屋とことん塾」＞ 

 小中学生とその保護者を対象に、毎月第一・三金曜日に開催。子どもの

基礎的な学力向上を親子で目指すことを大切にし、学習のコツをつかみ、

学習の楽しさを知り、前向きな学習姿勢を育む支援をする。 

〇活動周知 

 活動地域の小学校へ案内チラシを配布し、参加者を募っている。 

④活動の成果 

（活動実績がある 

場合） 

・活動開始当初に学習支援を受けた親子達は、子どもは学習に自信をもっ

て進学し、親子で少しずつ他者とも関わるようになるなど、様々なことに積

極的に取り組む姿勢につながっている。 

・活動は徐々に地域で認知され、最近では、親子の参加や友人を誘った参

加も増え、保護者同士のネットワークも広がりつつある。 

⑤活動財源 

（複数チェック可能） 

☐文部科学省補助事業（事業名：                        ） 

☐文部科学省委託事業（事業名：                        ） 

☐厚生労働省事業（事業名：                           ） 

☐地方公共団体単独事業として実施 

特段の予算措置はない（自主的に活動を実施） 

☐その他の支援により活動を実施 

  （                                           ） 

 


